



























































○“水俣版” 環境 I S O の推進 
 













  資源やエネルギーの消費を  “できるだけ減らす” 
  暮らしの中で使うものをムダなく  “できるだけ回す” 
  自然にすてなければならないごみを  “限りなく減らす” 
  そして、そのための暮らしやしくみを  “みんなでつくり、支えていく” 
 ということです。                   
流 入 流 出 





























      「全国中小都市のモデル」となること  
 
☆「市民、行政、産業界の三位一体」となった 






～ 工場見学スタンプラリーやリサイクルまつり等 ～ 
 国内外視察研修の受入れ 
















































































  はぐく   いのち       ふるさと うみ 
“育もう 生命かがやく 故郷の海” 
  
ご静聴ありがとうございました。 
